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平成２３年５月 

 

練  馬  区 

 

放射７号線沿道周辺地区 

まちづくり計画 



放射７号線沿道周辺地区

まちづくり計画の範囲は、東

西に走る放射７号線を中心

とした右に示す範囲であり、

面積が約 176ha です。 

この範囲において、地域の

コミュニティを踏まえ、４つ

のブロックに分けて、まちづ

くりについて検討しました。 

また、放射７号線の整備と

ほぼ同時並行で、周辺の道路

整備が進んでいます。 

 

 

１．まちづくり計画の目的 

３．まちづくりの課題 

現在、平成 18 年に事業認可を受けた放射７号線および主要区道 67 号線の道路事業が進められて

います。この道路事業を契機として、住民主体のまちづくりが始まりました。 

練馬区都市計画マスタープランでは、本地区は、農地や屋敷林など練馬の原風景を残す練馬のみど

りを支える地域ですが、限られた道路に交通が集中するなどの課題があるとしています。 

道路整備が進むことにより、利便性が向上することが期待される一方で、無秩序な市街化や乱開発

が進む可能性があります。そこで、地区の特性を踏まえつつ将来に備えたまちづくりを行うために４

つの「まちづくり協議会」が平成 20 年９月に設立され、協議会ごとのまちづくり計画が作成されま

した。 

 この４つのまちづくり計画をもとに、地区全体としての計画をまとめ、平成 22 年９月のまちづく

り懇談会や平成 23 年２月の説明会を通じて、地域の方々からご意見をいただきました。この意見を

踏まえ、今後のまちづくりの進め方の方向性を示し、協働によるまちづくりを推進するために、「放

射７号線沿道周辺地区まちづくり計画」を作成しました。 

２．まちづくり計画の範囲

 

まちづくり計画の範囲 

＜放射７号線＞ 

○都市計画道路(東京都施行)
・幅員 25ｍ、延長 2km 

＜主要区道 67 号線＞ 

○生活幹線道路(練馬区施行)
・幅員 12ｍ、延長 500m 

・安全な横断の確保 

・歩行者と自転車の安全確保 

・交差点の安全確保 

・街路樹の設置 

・公共交通の充実 など 

 

・農地や緑地を守る 

・公園の確保（ニーズに合わせた公園づくり）  

・白子川の潤い空間づくり など 

・生活道路の安全対策（交差点の安全対策等） 

・放射７号線と交差する生活道路の利便性の向上 

・放射７号線や主要区道 67 号線の魅力ある沿道づくり

・みどり豊かでゆとりのある住宅地づくり 

・防災性の向上 

・地域にふさわしい景観の充実 など 

 

 

農業体験農園 

主要区道 67 号線 

放射７号線の用地
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＊今後、ご意見などを踏まえ、この図を変更することもあります。 

（２）先行的なまちづくりの取組みについて

放射７号線および主要区道 67 号線の沿道は、道路の用地買収による建替えなど
が進むことから、先行的にまちづくりに取組むことが必要です。 

＜参考＞ 地区計画制度について 

 

７．まちの将来像の実現に向けて 

○道路の整備 

・都市計画道路や生活幹線道路は、都市計画事業や道路事業により整備していきます。 

・将来の道路整備に備えて、地区計画により、地域のネットワークとなる道路の空間を、建物

の建替えなどに併せて確保していきます。 

・個別の開発では、地域のネットワークとなる道路の整備を誘導していきます。 

・だれもが利用しやすい道路の整備を目指します。 

・放射７号線の道路空間の緑化を東京都と連携しながら進めます。 

○みどりの保全・公園の整備 

・農地や民間緑地が、将来にわたって継続的にみどりの資源として維持できるように努めます。

・個別の開発では、適正な規模の公園の確保を誘導していきます。 

・みどりの街並みづくり助成制度を活用し、個別の敷地への緑化を誘導します。 

○まち並みづくり 

・良好なまち並みづくりを行うため、地区計画により、建物の建て方のルールを定め、建物の

建替えの際にはそのルールに従い、段階的にまち並みを形成していきます。 

・基盤整備の段階に応じた土地利用を図ります。 

・白子川の河川空間では潤いのあるまち並みづくりを東京都と連携しながら進めます。 

＜まちづくり構想図＞ 

（１）まちの将来像の実現手法 

地区計画は、都市計画法に基づ

き、それぞれの地区の特性にふさわ

しい良好な環境の街区を整備し保

全するために、建物の形態や道路・

公園などの公共施設の配置などを、

あらかじめ定める都市計画です。 

 

地区計画で示された、道路、公園、

まちのルールについては、建物の新

築や建替え、開発行為等を行う際

に、適合させることが必要となりま

す。これにより、建て替えなどのタ

イミングに合わせて段階的に良好

なまち並みが形成されます。 

＜先行的にまちづくりに取組む範囲＞ 
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まちづくり計画の策定経緯と今後の予定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

８．今後の進め方

まちづくり懇談会・説明会 

 

 

練馬区環境まちづくり事業本部都市整備部まちづくり推進調整課 

Tel 03－3993－1111  Fax 03－5984－1226 

E-mail MATISUISIN03@city.nerima.tokyo.jp 

４つの協議会が作成した「ブロック別まちづくり計画」 

「放射７号線沿道周辺地区まちづくり計画」の決定

地区計画の決定

地
区
計
画

の
取
組
み 

ま
ち
づ
く
り
条
例

の
手
続
き 

ま
ち
の
改
善
に
関
わ
る
整
備

まちづくり協議会（全 17 回） 
・公募により、４つのブロックごとに「まちづくり協議会」を設立（H20.９月） 
・地域の現状やアンケート調査などを踏まえ、将来のまちづくりの指針とそれ

を実現する手法などを示した「ブロック別まちづくり計画」を作成 

まちづくり組織設立準備会（全４回） 
・公募により設立し、アンケート調査などを行い、住民主体のまちづくり組織

の立ち上げを準備 

まちづくり勉強会（全７回） 
・自由参加により、多くの地域の皆さまとまちの現状と課題を中心に意見交換 
・住民主体のまちづくり組織の必要性を提示 

 
平
成
21  

 
22
年
度 

～ 

 
平
成
19 

 
20
年
度 

～

本地区は、地域の皆さまとともにまちづくりを検討していくため、自由参加のまちづくり勉

強会からスタートしました。 
勉強会では、住民主体のまちづくり組織の必要性が示されたため、公募によりまちづくり協

議会を設立し、アンケートなどを行いながら、協議会によるまちづくり計画をまとめました。

これからもまちづくりの主役は、地域住民の皆さまです。 
区では、今後とも地域の皆さまと協力をしながら、まちづくりの取組みを進めます。 

平
成
23
年
度 
以
降 

懇談会・説明会等 

ま
ち
づ
く
り
通
信
（
全

 

号
）

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
や
情
報
を
発
信

17 

まちづくりの実現

７ 

お問い合わせ パンフレットの内容に関するご質問やご意見等がありましたら、

下記までお知らせください。 




